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雪印の夏播き緑肥作物�

ヘイオーツ�

アズキ落葉病のクリーニングクロップとして益々パワーアップ！！�

◆不思議な緑肥�

（エンバク野生種）�ヘイオーツ�
■キタネグサレセンチュウを抑制！！�
■休閑利用（年２作）でアズキ落葉病を抑制！�
■分げつが多く、初期生育が旺盛�
■茎葉豊富で極多収�
■播種期：５～６月中旬（春播き）７月下～８月中旬（夏播き）�
■播種量：１０～１５kg／１０a（線虫対策は１５kg／１０a）�

まめ助�
◆マメ科緑肥�

（ベッチ類）�まめ助�

キカラシ�
◆景観緑肥�

（シロカラシ）�キカラシ�
■黄色い花がきれいで景観形成に最適！�
■初期生育が旺盛で収量も極多収�
■８月下旬播種でも極多収�
■景観目的の場合は８月中旬までに播種してください�
■播種量：２kg／１０a

まめゆたか�
◆混播セット�

まめゆたか�

キタミノリ�
◆タマネギの後作に最適�

（早生ライムギ）�キタミノリ�
■短期で極多収な早生ライムギ�
■低温伸長性に優れ、９月以降の播種ではエンバク以上に極多収�
■８月下旬播種でも極多収�
■特に根量が豊富で、土壌の物理性・生物性を改善�
■分げつが多く、初期生育が良好�

■夏播きでも多収なマメ科緑肥！�
■根粒菌による窒素固定により土壌を肥沃化�
■すき込み後の分解が早い�
■小麦の跡にはマメ科緑肥で連作回避を�
■８月中旬以降の播種にはまめゆたか（まめ助ととちゆたか�
　の混播）をお薦めします�

（まめゆたか）�


